
新
し
い
観
点
か
ら
鳥
取
市
の
観

光
客
誘
致
に
つ
な
が
る
た
め
の
事

業
を
企
画
・
実
施
し
て
い
た
だ
く

人
材
を
公
募
し
ま
す
。

●

公
募
人
数
＝
１
人

●

採
用
期
間
＝
８
月
１
日
〜
平
成

15
年
３
月
31
日
（
更
新
可
能
）

●

応
募
資
格
＝
▽
観
光
業
界
に
精

通
し
、
鳥
取
市
に
在
住
し
て
い
た

だ
け
る
人

●

給
与
＝
月
額
40
万
円
（
固
定
給

与
）

●

待
遇
＝
社
会
保
険
・
厚
生
年

金
・
雇
用
保
険
有
り

●

休
日
・
休
暇
＝
▽
週
休
２
日

制
▽
年
次
有
給
休
暇
有
り

●

提
出
書
類
＝
▽
履
歴
書
▽
応
募

の
動
機
と
鳥
取
市
の
観
光
に
つ
い

て
の
提
言
（
２
０
０
０
字
以
内
）

●

選
考
方
法
＝
選
考
委
員
会
に
よ

る
書
類
審
査
・
面
接

●

応
募
期
限
＝
６
月
30
日
（
土
）

●

応
募
先
＝
鳥
取
市
観
光
協
会

（
q
26
―

０
７
５
６
）

こ
れ
か
ら
の
鳥
取
市
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
国
際
的
視
野
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
海
外

派
遣
事
業
を
行
い
ま
す
。
現
地
で

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
各
種
交
流
、

視
察
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●

応
募
資
格
＝
市
内
に
２
年
以
上

住
む
満
18
歳
〜
39
歳
（
平
成
13
年

４
月
１
日
現
在
）
の
青
年
（
学
生

を
除
く
）

●

派
遣
先
＝
中
国
（
北
京
・
大
連

な
ど
）

●

派
遣
時
期
＝
10
月
上
旬
〜
中
旬

（
１
週
間
程
度
）

●

派
遣
人
員
＝
８
人

●

募
集
期
間
＝
５
月
１
日
（
火
）

〜
６
月
15
日
（
金
）

●

選
考
日
＝
７
月
中
旬

●

申
し
込
み
先
＝
鳥
取
市
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
基
金
運
営
委
員

会
（
企
画
課
内
・
q
20
―

３
１
５

４
）美

術
展
覧
会
の
作
品
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
展
覧
会
は
７

月
１
日
（
日
）
〜
８
日
（
日
）、

会
場
は
県
立
博
物
館
で
す
。

●

募
集
作
品
の
種
類
＝
日
本
画

（
水
墨
画
、
墨
彩
画
を
含
む
）、
書

道
、
写
真
、
工
芸
、
彫
刻
、
洋
画

（
水
彩
画
を
含
む
）、
版
画
、
デ
ザ

イ
ン
の
８
部
門

●

応
募
資
格
＝
▽
県
東
部
に
住
ん

で
い
る
人
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務

し
て
い
る
人
（
中
学
生
以
下
は
除

き
ま
す
。

●

出
品
規
定
＝
県
内
の
展
覧
会
に

未
発
表
の
作
品
で
１
部
門
に
つ
き

２
点
（
彫
刻
は
３
点
、
書
道
は
１

点
）
以
内

■
●

と
き
＝
６
月
24
日
（
日
）
▽
日

本
画
・
書
道
・
工
芸
・
彫
刻
／
午

前
９
時
〜
正
午
▽
そ
の
他
／
午
後

１
時
〜
４
時

●

と
こ
ろ
＝
鳥
取
県
立
博
物
館

●

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
課
（
q

20
―

３
３
６
６
）

市
民
美
術
展
の

作
品
を
募
集
！

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
募
集
し
ま
す

鳥
取
市
に
新
し
い
観
光
を
！

男女共同参画社会の実現と参画団体
の活動の発展を目的としたイベントで
す。申し込みをお待ちしています。
■とき＝8月19日（日）
■ところ＝鳥取市文化ホール
■内容＝参画団体による活動発表、活
動展示、即売など

■申込期限＝5月18日（金）
■申し込み先＝企画課男女共同参画室　

（q20―3166）

参画団体を募集！

海外派遣研修団員
を募集します

現地青年との交流会のようす

新たな発想で観光客誘致を

とっとり市報　⑩


